
　新年度になり広報広聴委員会の委員が変
わりました。議会のことを知る方法として「市
議会だより」は大きな役割をもっています。し
かし、手にとって読んでいただいているのか、

議会のことが伝わっているのか、などの課題があります。委
員会として市議会だよりをこれまで以上に読みやすく、親
しみやすくを心掛けて編集に努めていきます。

（高梨俊弘）
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次回は9月1日発行予定です。 【広報広聴委員会】
■委 員 長：高梨俊弘　　■副委員長：小柳貴臣
■委 　 員：秋山勝則、江塚　学、鈴木正人、加藤文重、寺田辰蔵

審 議 結 果

編 集

後 記

■全会一致により可決・承認・同意された議案
⑴　磐田市外１組合公平委員会の委員選任の同意
⑵　専決処分（市税条例の一部改正）
⑶　専決処分（国民健康保険税条例の一部改正）
⑷　専決処分（介護保険条例の一部改正）
⑸　専決処分（道路管理瑕疵事故の和解）
⑹　元年度一般会計補正予算（第１号）
⑺　再発防止対策検証委員会条例の制定

■本会議で行われた選挙
⑴　市議会議長の選挙
⑵　市議会副議長の選挙

⑶　中遠広域事務組合議会議員の補欠選挙
⑷　養護老人ホームとよおか管理組合議会議員の補欠選挙
⑸　太田川原野谷川治水水防組合議会議員の補欠選挙
⑹　中東遠看護専門学校組合議会議員の補欠選挙
⑺　浅羽地域湛水防除施設組合議会議員の補欠選挙

■その他本会議で議題となった案件
⑴　市議会議長の辞職
⑵　市議会常任委員会委員の選任
⑶　議長の民生教育委員会委員の辞任
⑷　市議会運営委員会委員の選任
⑸　市議会議員の派遣

スマートフォン等からも
議会を視聴できます
　パソコンのほか、スマート
フォンやタブレット端末からも、
本会議、予算決算委員会の模
様を視聴することができます。
生中継・録画中継を配信して
おりますのでぜひご覧ください。

　市議会をより身近に感じて
いただくため、フェイスブック
ページで議会情報をお届けし
ています。ぜひ、アクセスし
てください。

https://www.facebook.com/iwata.gikai

撮影場所：桶ヶ谷沼付近

静岡県立磐田北高等学校　3年
芸術部

表紙の撮影者

馬場　悠生 さん
ば　ば　　 ゆう　き

　昔、小学校の遠足などでよく訪れた桶ヶ谷
沼に久しぶりに行ってみました。木のトンネ
ルの向こうに広がる世界が予感されて、思わ
ずシャッターを切りました。ドングリを友達
と拾ったり、トンボやチョウを追いかけた場
所で、想い出がよみがえってくるのを感じま
した。今もまったく変わらず、自然豊かな世
界が広がっていて、このままいつまでもずっ
と続いて欲しいと思いました。

C O N T E N T S
Ｐ２　正副議長紹介
Ｐ３　各委員会紹介
Ｐ５　各種委員紹介
Ｐ６　議案審議
Ｐ７　インフォメーション
Ｐ８　審議結果　ほか

令和元年の議会が
新体制でスタートしました
令和元年の議会が
新体制でスタートしました
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監
査
委
員

市
民
に
信
頼
さ
れ
、
負
託
に
堪
え
る

磐
田
市
議
会
の
構
築
を
め
ざ
し
て

議
長

　平
素
よ
り
本
市
議
会
に
対
し
、
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
し
て
、
衷
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　多
く
の
議
員
の
ご
推
挙
を
い
た
だ
き
、
非
力
な
が
ら
議
長

の
任
を
担
う
事
と
な
り
ま
し
た
。
議
員
諸
氏
の
お
力
添
え
を

仰
ぎ
な
が
ら
、
責
を
果
た
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　周
知
の
如
く
、
少
子
化
と
高
齢
化
、
そ
の
結
果
と
し
て
の

人
口
減
少
。
さ
ら
に
、
そ
れ
ら
に
起
因
す
る
広
範
囲
に
お
け

る
経
済
・
社
会
状
況
の
不
透
明
感
は
焦
眉
の
課
題
で
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
か
つ
て
想
像
し
得
な
か
っ
た
自
然
環
境
・
気
候

変
動
に
よ
る
災
害
の
多
発
、
将
来
を
担
う
子
供
た
ち
を
取
り

巻
く
教
育
環
境
の
複
雑
化
や
地
域
紐
帯
の
希
薄
化
な
ど
、
取

り
組
む
べ
き
事
案
は
山
積
し
て
い
ま
す
。

　我
々
は
、
個
々
に
研
鑽
を
積
む
こ
と
は
も
と
よ
り
、
市
民

の
皆
様
に
対
す
る
広
報
広
聴
活
動
に
関
し
、
従
前
に
も
増
し

て
注
力
す
べ
き
と
思
い
ま
す
。
そ
の
上
で
、
徒
に
憂
え
る
の

で
は
な
く
、
懼
れ
る
べ
き
課
題
に
的
確
に
反
応
し
、
正
し
く

対
処
す
る
こ
と
を
肝
に
銘
じ
て
参
り
ま
す
。

　今
後
は
、
議
会
内
は
も
ち
ろ
ん
当
局
と
も
活
発
な
議
論
を

行
い
、
磐
田
市
発
展
の
た
め
に
精
進
し
て
参
り
ま
す
の
で
、

変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
伏
し
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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議
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委
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特
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委
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ご
紹
介
し
ま
す
。

副議長

市議3期　56歳

かとう　　　ふみしげ

加藤 文重
会 派 新磐田 住 所 二之宮浅間2番地20

議　長

市議3期　62歳

てらだ        みきね

寺田 幹根
会 派 志政会 住 所 福田1500番地

松野 正比呂 議員定期監査の様子

　
監
査
委
員
は
、
地
方
自
治
法

に
基
づ
き
、
市
長
が
行
政
運
営

に
関
し
優
れ
た
識
見
を
有
す
る

者
及
び
議
員
の
う
ち
か
ら
、
議

会
の
同
意
を
得
て
選
任
し
ま
す
。

磐
田
市
で
は
識
見
を
有
す
る
者

２
名
、
議
員
１
名
の
計
３
名
が

選
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

監
査
委
員
と
は

◎委員長　○副委員長

寺
田 

幹
根

所
管
す
る
事
項…

議
会
の
運
営
に
関
す
る
事
項
、
議
会

の
会
議
規
則
、
委
員
会
に
関
す
る
条

例
等
に
関
す
る
事
項
、
議
長
の
諮
問

に
関
す
る
事
項

（
後
列
右
よ
り
）（
前
列
右
よ
り
）

寺
田
辰
蔵

　
　
　根
津
康
広

芦
川
和
美

　
　○
芥
川
栄
人

鈴
木
喜
文

　
　◎
草
地
博
昭

鳥
居
節
夫

　
　
　山
田
安
邦

絹
村
和
弘

議
会
運
営
委
員
会

所
管
す
る
事
項…

総
務
部
、
企
画
部
、
自
治
市
民
部
、

消
防
本
部
、
会
計
課
、
監
査
委
員
、

選
挙
管
理
委
員
会
、
公
平
委
員
会
及

び
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
に
所

属
す
る
事
項

（
後
列
右
よ
り
）（
前
列
右
よ
り
）

寺
田
辰
蔵

　
　
　高
梨
俊
弘

加
藤
文
重

　
　○
秋
山
勝
則

江
塚

　学

　
　◎
山
田
安
邦

草
地
博
昭

　
　
　岡

　
　實

総
務
委
員
会

所
管
す
る
事
項…

健
康
福
祉
部
、
こ
ど
も
部
、
教
育
部

及
び
市
立
総
合
病
院
の
所
管
に
属
す

る
事
項

（
後
列
右
よ
り
）（
前
列
右
よ
り
）

根
津
康
広

　
　
　髙
田
正
人

絹
村
和
弘

　
　○
小
池
和
広

鈴
木
正
人

　
　◎
鈴
木
喜
文

鳥
居
節
夫

　
　
　松
野
正
比
呂

民
生
教
育
委
員
会

所
管
す
る
事
項…

産
業
部
、
建
設
部
、
環
境
水
道
部
、

農
業
委
員
会
に
属
す
る
事
項

（
後
列
右
よ
り
）（
前
列
右
よ
り
）

小
栗
宏
之

　
　
　芥
川
栄
人

小
柳
貴
臣

　
　○
永
田
隆
幸

虫
生
時
彦

　
　◎
芦
川
和
美

戸
塚
邦
彦

　
　
　増
田
暢
之

建
設
産
業
委
員
会

お
そ

い
た
ず
ら

ち
ゅ
う
た
い し

ょ
う
び

ち
ゅ
う
し
ん
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正
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◎
高
梨
俊
弘

　根
津
康
広

◎
鈴
木
喜
文 

江
塚

　学

◎
虫
生
時
彦

会
派
名
簿

（
令
和
元
年
５
月
27
日
現
在
）

（
◎
代
表
者
）

志
政
会

新
磐
田

き
ず
な
の
会

社
民・明
る
い
暮
ら
し
の
会

公
明
党
磐
田

日
本
共
産
党
磐
田
市
議
団
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広
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広
報
広
聴
委
員
会

所
管
す
る
事
項…

一
般
会
計
、
特
別
会
計
及
び
企
業
会

計
の
予
算
及
び
決
算
に
関
す
る
事
項

◎
髙
田
正
人

　○
絹
村
和
弘

委
員
は
議
長
を
除
く
全
議
員

予
算
決
算
委
員
会

目
的…

市
民
文
化
会
館
跡
地
及
び
今
之
浦
市

有
地
等
の
利
活
用
に
つ
い
て
協
議
、

調
査
提
言
等
を
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。
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目
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公
契
約
関
係
競
売
入
札
妨
害
事
件
に

関
す
る
原
因
究
明
に
つ
い
て
及
び
公

契
約
関
係
競
売
入
札
妨
害
事
件
を
踏

ま
え
た
再
発
防
止
策
に
つ
い
て
、
調

査
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

◎
鈴
木
喜
文

　○
芦
川
和
美

　鈴
木
正
人

　
　小
柳
貴
臣

　虫
生
時
彦

　
　寺
田
辰
蔵
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津
康
広

公
契
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売
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札

妨
害
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件
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す
る

調
査
特
別
委
員
会

組合議会議員

各種委員・役員（議員選出）

○中遠広域事務組合議会議員
　草地　博昭　　芥川　栄人　　寺田　幹根
　鈴木　喜文　　高梨　俊弘　　岡　　　實
　山田　安邦
○養護老人ホームとよおか管理組合議会議員
　寺田　幹根　　鈴木　喜文

○太田川原野谷川治水水防組合議会議員
　戸塚　邦彦　　芦川　和美　　絹村　和弘
○中東遠看護専門学校組合議会議員
　寺田　幹根　　根津　康広　　増田　暢之
○浅羽地域湛水防除施設組合議会議員
　江塚　　学　　髙田　正人

○磐田市公務災害補償等認定委員会委員

○磐田市交通安全対策委員会委員

○磐田市地域公共交通会議委員

○磐田市民文化会館等運営委員会委員

○ジュビロ磐田ホームタウン推進協議会顧問
　
○社会福祉法人磐田市社会福祉協議会評議員会評議員

○磐田市民生委員推薦会委員

○磐田市農業振興地域整備促進協議会委員

○磐田市林業振興協議会委員

○磐田市特別業務地区建築審議会委員

○磐田市都市計画審議会委員

○磐田市地区計画審議会委員

○磐田市豊岡地区一雲済川改修促進協議会委員

○浜松袋井線建設促進期成同盟会監事

○浜松袋井線建設促進期成同盟会委員

○浜松袋井線建設促進期成同盟会評議員

○県道袋井大須賀線外二線整備促進期成同盟会委員

○天竜川治水促進期成同盟会副会長

○天竜川治水促進期成同盟会監事

○天竜川治水促進期成同盟会理事

○遠州灘沿岸保全対策促進期成同盟会委員

○二級河川太田川水系蟹田川整備促進協議会顧問

○磐田市廃棄物減量化等推進審議会委員

○磐田市青少年問題協議会委員

○磐田市立図書館協議会委員

○磐田市立小・中学校通学区域審議会委員

○磐田市旧見付学校協議会委員

○磐田市遠江国分寺跡整備委員会委員

○磐田市立学校給食運営委員会委員

○磐田市消防賞じゅつ金審査委員会委員

○中東遠地域消防指令業務共同運用推進協議会委員

　戸塚　邦彦

　鳥居　節夫

　寺田　幹根

　鳥居　節夫

　寺田　幹根　　　

　芥川　栄人

　小柳　貴臣　　髙田　正人

　戸塚　邦彦　　虫生　時彦

　永田　隆幸　　増田　暢之

　虫生　時彦　　　　

　永田　隆幸　　寺田　辰蔵　　根津　康広
　岡　　　實　　山田　安邦

　絹村　和弘　　　　

　秋山　勝則　　鈴木　正人

　寺田　幹根

　芦川　和美

　根津　康広

　寺田　幹根

　髙田　正人

　松野正比呂

　小栗　宏之　　小池　和広　　岡　　　實

　草地　博昭　　寺田　幹根

　江塚　　学

　寺田　辰蔵　　　

　小栗　宏之　　芥川　栄人

　小柳　貴臣　　　　　

　秋山　勝則　　鈴木　正人

　虫生　時彦　　

　小池　和広　　鈴木　喜文

　高梨　俊弘

　山田　安邦　　　　

　寺田　幹根

 

議　会
豆知識

市
議
会
議
員

　４
年
ご
と
の
選
挙
に
よ
っ
て
市
民
か
ら
選

ば
れ
た
「
市
民
の
代
表
者
」。
本
市
議
会
議
員

の
定
数
は
条
例
で
26
人
と
し
て
い
ま
す
。

議
長
・
副
議
長

　議
長
と
副
議
長
は
、
議
員
の
中
か
ら
選
挙

で
選
ば
れ
ま
す
。

　議
長
は
議
会
の
代
表
者
と
し
て
、
議
場
の

秩
序
を
保
ち
、
議
事
を
整
理
し
、
議
会
の
事

務
を
処
理
し
ま
す
。

　副
議
長
は
、
議
長
が
不
在
の
と
き
や
欠
け

た
と
き
に
、
議
長
の
代
わ
り
に
職
務
を
行
い

ま
す
。

会
　派

　市
政
に
対
す
る
同
じ

意
見
や
考
え
方
を
も
っ

た
議
員
が
集
ま
り
結
成

さ
れ
た
団
体
の
こ
と
で
、

現
在
本
市
議
会
に
は
６

つ
の
会
派
が
あ
り
ま
す
。



受入日 自治体名 視察内容

1 平成30年4月17日 三重県菰野町 磐田スポーツ部活について

2 5月31日 和歌山県美浜町 今ノ浦川総合内水対策計画について
谷田川排水ポンプ場について

3 7月5日 千葉県旭市 議会だよりの編集方法について

4 7月13日 東京都三鷹市 スポーツ推進計画について

5 7月31日 茨城県ひたち
なか市

議会だよりの編集等について
議会広報の改革・改善について

6 8月1日 兵庫県明石市 ごみ処理・余熱利用について

7 8月7日 長野県上田市 議会広報紙について
議会インターネット中継について

8 8月21日 京都府城陽市 在宅介護手当拡充支援について（重
度認知症高齢者支援含む）

9 10月17日 北海道士別市 磐田スポーツ部活について

10 10月18日 千葉県茂原市 磐田スマートアグリカルチャー事業に
ついて

11 10月19日 滋賀県草津市
外5市合同

若者・女性就労支援について
ひと・ほんの庭「にこっと」について

12 10月24日 千葉県木更津市 広報戦略プランについて

受入日 自治体名 視察内容

13 10月26日 奈良県大和高
田市 空き家対策の取り組みについて

14 10月31日 島根県出雲市 デマンド型乗合タクシー「お助け号」
について

15 11月6日 山口県長門市 磐田スポーツ部活について

16 11月8日 福島県福島市 広報戦略プランについて

17 11月8日 徳島県吉野川
市 磐田スポーツ部活について

18 11月14日 千葉県市川市 議会改革の取り組みについて

19 平成31年1月10日
岡山県西部衛生
施設組合議会 焼却施設の整備・運営について

20 1月28日 兵庫県高砂市 クリーンセンター及び周辺施設整備
について

21 1月29日 岩手県釡石市・
花巻市 磐田市版おせっかい事業について

22 1月29日 栃木県鹿沼市 議会運営について

23 1月30日 鹿児島県姶良市 中小企業及び小規模企業振興基本
条例について

24 1月31日 兵庫県三田市 しっぺいのマンホールカードの配布について
磐田スポーツ部活について

会 派 名 志政会 新磐田 きずなの会 日本共産党
磐田市議団

社民・明るい
暮らしの会 公明党磐田 合　　計

交付対象人数 12人 ４人 ４人 ２人 ２(１) 人
（※ 1） ２人 26(25)人

（※ 1）

収　入
交付金

上　期 1,800,000 600,000 600,000 300,000 300,000 300,000 3,900,000 
下　期 1,800,000 600,000 600,000 300,000 300,000 300,000 3,900,000 

雑 収 入 10 4 2 0 2 2 20 
計 3,600,010 1,200,004 1,200,002 600,000 600,002 600,002 7,800,020 

支　出

研 究 調 査 費 30,840 0 313,000 38,000 20,000 30,000 431,840 
調 査 旅 費 1,547,276 754,178 690,060 93,400 31,080 158,260 3,274,254 
資 料 作 成 費 0 0 0 0 0 0 0 
図 書・ 資 料 費 163,700 0 65,448 0 2,900 0 232,048 
広 報 費 770,528 340,923 0 407,170 366,543 0 1,885,164 
広 聴 費 0 16,345 0 2,830 2,830 0 22,005 
事 務 費 564,598 69,223 118,769 56,222 68,911 135,824 1,013,547 
要請・陳情活動費 0 0 0 0 0 0 0 

計 3,076,942 1,180,669 1,187,277 597,622 492,264 324,084 6,858,858 
残 余 金 523,068 19,335 12,725 2,378 107,738（※2） 275,918 941,162 

　政務活動費とは、議員の調査研究その他の活
動に役立てるために必要な経費の一部として、
議会の会派からの申請により交付されるもので、
地方自治法に基づき条例で定めています。議員
の政策立案能力向上や、議会の監視機能の強化

磐田市の視察受入状況をご紹介します。
　磐田市議会は、各種事務事業について全国各地の市町村議会から視察を受け入れております。
　30年度は下表のとおり24団体の議会議員の皆様が、本市を先進市として視察に訪れました。

30年度の政務活動費の会派別
収入・支出状況についてお知らせします。

を図るための活動などに活用されています。
　本市の政務活動費は１人当たり年額 30 万円
で、上半期と下半期の２回にわけて会派に交付
されます。30 年度の会派別収入・支出状況は下
表のとおりで、残余金は市へ返納されました。

（単位：円）

※1  平成31年２月28日議員1名辞職　※2  議員1名辞職による返還金62,649円を含む
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こ
の
補
正
予
算
は
、
歳
入
歳
出
予
算
の
追
加
で
あ
り
、
歳
入
歳
出
予
算
そ
れ
ぞ

れ
に
14
万
円
を
追
加
し
、
総
額
を
６
６
６
億
３
０
１
４
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

5 月臨時会の模様は、インター
ネットで録画配信しています。

令和元年

臨時会
5月

会期　5月20日～5月27日（8日間）

元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

議案
第41号

全会一致で全会一致で

可決可決

　５月臨時会では、市長提出の令和元年度一般会計補正予算や再発防止対策検証委員会条例の制定など一般
議案６件、人事議案１件を審議しました。
　今回は、その中から令和元年度一般会計補正予算の内容をお知らせします。
　なお、全ての議案の審議結果は最終ページに掲載しています。

一般会計補正予算（第１号）などを審議

■問　
こ
の
「
磐
田
市
再
発
防
止
検

証
委
員
会
」
に
求
め
る
も
の
は
何
か

を
伺
う
。

答
　
委
員
会
の
主
な
目
的
は
、
第

三
者
に
よ
る
客
観
的
な
視
点
か
ら
評

価
検
証
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
目

的
で
あ
り
、
原
因
究
明
を
十
分
な

も
の
と
す
る
こ
と
、
再
発
防
止
対
策

に
つ
い
て
よ
り
効
果
的
な
も
の
に
な

る
よ
う
に
期
待
し
て
い
る
。

■問　
５
月
臨
時
会
で
こ
の
議
案
を
提

出
し
た
理
由
を
伺
う
。

答
　
市
民
の
信
頼
失
墜
を
早
期
に

回
復
す
る
た
め
に
、
こ
の
時
期
に
提

出
し
た
。

■問　
１
回
目
の
委
員
会
の
内
容
に
つ

い
て
伺
う
。

答
　
今
ま
で
実
施
し
て
き
た
本
部

会
議
の
内
容
や
、
職
員
実
態
調
査

や
事
業
所
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結

果
報
告
等
を
説
明
す
る
と
こ
ろ
か

ら
始
ま
る
た
め
、
１
回
目
の
内
容

は
か
な
り
時
間
を
要
す
る
内
容
と

な
る
と
考
え
る
。

■問　
第
三
者
委
員
の
選
任
方
法
を

伺
う
。

答
　
学
識
経
験
者
に
依
頼
す
る
。

具
体
的
に
は
弁
護
士
や
大
学
教
授
、

公
認
会
計
士
等
を
考
え
て
お
り
、

関
係
団
体
に
推
薦
を
依
頼
す
る
予

定
で
あ
る
。

■問　
４
回
で
委
員
会
が
ま
と
ま
る
の

か
伺
う
。

答
　
４
回
で
ま
と
ま
る
と
考
え
て
い

る
が
、
想
定
外
の
こ
と
も
有
り
得

る
と
考
え
る
。

　
31
年
２
月
に
発
生
し
た
公
契
約

関
係
競
売
入
札
妨
害
事
件
を
受
け

て
設
置
す
る
「
磐
田
市
再
発
防
止

検
証
委
員
会
」
の
運
営
に
必
要
な

経
費
の
追
加
を
行
う
も
の
で
あ

り
、
財
源
に
つ
い
て
は
、
財
政
調

整
基
金
繰
入
金
を
充
て
る
も
の
で

す
。 補

正
予
算
の
主
な
内
容

 

議　会
豆知識

本
会
議

　
議
員
全
員
で
構
成
さ
れ
、
市
議
会
の
意
思

を
決
定
す
る
ほ
か
、
市
政
全
般
に
つ
い
て
質

問
を
行
う
会
議
で
す
。
市
議
会
に
提
出
さ
れ

た
議
案
や
市
議
会
と
し
て
の
意
見
表
明
な
ど

の
可
否
は
、
最
終
的
に
は
す
べ
て
本
会
議
に

お
い
て
決
め
ら
れ
ま
す
。
本
市
議
会
で
は
、

２
月
・
６
月
・
９
月
・
11
月
に
開
会
す
る
定

例
会
と
、
必
要
な
と
き
に
開
か
れ
る
臨
時
会

が
あ
り
ま
す
。

議
会
運
営
委
員
会 

　
円
滑
な
議
会
の
運
営
を
図
る
た
め
、
議
会

運
営
全
般
に
つ
い
て
協
議
・
調
整
を
図
る
会

議
で
す
。

常
任
委
員
会 

　
本
会
議
で
の
審
査
を
効
率
的
に
行
う
た
め

に
委
員
会
を
設
け
、
議
案
な
ど
を
専
門
的
・

能
率
的
に
審
査
し
ま
す
。
本
市
議
会
で
は
総

務
委
員
会
、
民
生
教
育
委
員
会
、
建
設
産
業

委
員
会
、
予
算
決
算
委
員
会
、
広
報
広
聴
委

員
会
の
５
つ
の
常
任
委
員
会
が
あ
り
ま
す
。

特
別
委
員
会

　
複
数
の
常
任
委
員
会
に
ま
た
が
る
事
項
や

特
に
重
要
な
事
項
等
を
審
査
す
る
た
め
に
、

議
会
の
議
決
に
基
づ
き
設
け
ら
れ
ま
す
。



　新年度になり広報広聴委員会の委員が変
わりました。議会のことを知る方法として「市
議会だより」は大きな役割をもっています。し
かし、手にとって読んでいただいているのか、

議会のことが伝わっているのか、などの課題があります。委
員会として市議会だよりをこれまで以上に読みやすく、親
しみやすくを心掛けて編集に努めていきます。

（高梨俊弘）
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田
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7月号

次回は9月1日発行予定です。 【広報広聴委員会】
■委 員 長：高梨俊弘　　■副委員長：小柳貴臣
■委 　 員：秋山勝則、江塚　学、鈴木正人、加藤文重、寺田辰蔵

審 議 結 果

編 集

後 記

■全会一致により可決・承認・同意された議案
⑴　磐田市外１組合公平委員会の委員選任の同意
⑵　専決処分（市税条例の一部改正）
⑶　専決処分（国民健康保険税条例の一部改正）
⑷　専決処分（介護保険条例の一部改正）
⑸　専決処分（道路管理瑕疵事故の和解）
⑹　元年度一般会計補正予算（第１号）
⑺　再発防止対策検証委員会条例の制定

■本会議で行われた選挙
⑴　市議会議長の選挙
⑵　市議会副議長の選挙

⑶　中遠広域事務組合議会議員の補欠選挙
⑷　養護老人ホームとよおか管理組合議会議員の補欠選挙
⑸　太田川原野谷川治水水防組合議会議員の補欠選挙
⑹　中東遠看護専門学校組合議会議員の補欠選挙
⑺　浅羽地域湛水防除施設組合議会議員の補欠選挙

■その他本会議で議題となった案件
⑴　市議会議長の辞職
⑵　市議会常任委員会委員の選任
⑶　議長の民生教育委員会委員の辞任
⑷　市議会運営委員会委員の選任
⑸　市議会議員の派遣

スマートフォン等からも
議会を視聴できます
　パソコンのほか、スマート
フォンやタブレット端末からも、
本会議、予算決算委員会の模
様を視聴することができます。
生中継・録画中継を配信して
おりますのでぜひご覧ください。

　市議会をより身近に感じて
いただくため、フェイスブック
ページで議会情報をお届けし
ています。ぜひ、アクセスし
てください。

https://www.facebook.com/iwata.gikai

撮影場所：桶ヶ谷沼付近

静岡県立磐田北高等学校　3年
芸術部

表紙の撮影者

馬場　悠生 さん
ば　ば　　 ゆう　き

　昔、小学校の遠足などでよく訪れた桶ヶ谷
沼に久しぶりに行ってみました。木のトンネ
ルの向こうに広がる世界が予感されて、思わ
ずシャッターを切りました。ドングリを友達
と拾ったり、トンボやチョウを追いかけた場
所で、想い出がよみがえってくるのを感じま
した。今もまったく変わらず、自然豊かな世
界が広がっていて、このままいつまでもずっ
と続いて欲しいと思いました。

C O N T E N T S
Ｐ２　正副議長紹介
Ｐ３　各委員会紹介
Ｐ５　各種委員紹介
Ｐ６　議案審議
Ｐ７　インフォメーション
Ｐ８　審議結果　ほか

令和元年の議会が
新体制でスタートしました
令和元年の議会が
新体制でスタートしました


